青明舎　　フェイスシート

	入　所　者
	氏　名　　　神山　和典　　　様　　　　　　　男・女　　　　昭和27年6月12日生（54歳）

	
	〒039-1166　　住　所　　八戸市根城字馬場頭15-43松園ハイツ202号室　　　電話　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	S51年(24歳時)
	罹 患 期 間
	約　29　年　

	
	入院回数
	　5　回
	延べ入院年数
	　　　　　約9年

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Dr　　　）
	外来受診日
	水曜日（週　1　回）

	医療区分
	　国保（　　　）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（　2級）

	年　　金
	有・無　障害基礎年金２級（　月額　6.6万円　）　重度医療（有）

	 入所年月日
	Ｈ　年　月　日
	身長
	180㎝
	体重
	79.2㎏

	最終学歴
	千葉商科大学商経学部経済学科卒
	免許・資格
	普通運転免許

	職　歴
	青森労災病院、カネイリ、第一警備保障、新日鉄など

	保　護　者
	氏　　名　　神山　典夫　様　　　　　　　　　続柄　　長兄　（同居　・否）

	長期目標

　地域で単身生活を継続し、現在のうみねこ幸房での作業を行っていく。

	入院・治療歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

S52年1月～S53年3月　入院　県立つくしヶ丘病院　　　　S59年5月～S61年6月　入院　松平病院

S55年2月～S55年12月　入院　松平病院　　　　　　　　　S61年6月～H2年　　　外来　　〃

S55年12月～S57年2月　外来　　〃　　　　　　　　　　　H2年～H5年　　　　　外来　汐入病院

S57年2月～S58年9月　入院　　〃　　　　　　　　　　　H5年11月～H9年4月　入院　松平病院

S58年9月～S59年5月　外来　　〃　　　　　　　　　　　H9年4月～H15年10月　外来　　〃

                                                  　　 H15年10月～　　　　　外来　青南病院

	生活歴

S27年、同胞3名の末子として出生。八戸商業高校卒業後は千葉商科大学商経学部に入学する。卒業後は帰八し青森労災病院にて医療事務の仕事をするが、発病しS53年に退職する。H5年より松平病院入院し、H9年同病院を退院後は、精神障害者入所授産施設ベルエポックに入所し、作業訓練を行った。ベルエポックで3年を経過し、アパートでの単身生活を希望したが、家族はまだ退所後の生活に不安があるとの事で話し合い、地域での生活に向けての生活訓練をする為、H12年10月に青山荘に入所。H15年9月青山荘退所。その後は単身生活を行いながら職親（パセリー菜）を利用。H17年10月7日からうみねこ幸房を利用している。

	家族構成

	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在は長兄が本人の金銭管理を行っている。本人とは直接会うことはせず月末に生活費を青明舎に預けていく。本人も兄と会うといろいろ言われると兄への話は青明舎を通している。


（青明舎）施設処遇会議①

平成18年12月18日　（月）

	氏　名
	神山　和典
	男・女
	生年月日
	　昭和27年6月12日（54歳）


	問題点
	介入方法

	1 友人に食事をおごったり、金銭の貸し借りをおこなっている。
	・金銭のやりとりはトラブルを招くことを説明する。

・毎月、小遣い帳の確認を行い、金銭の貸し借りをしている場合には、助言を行う。

・各関係機関（ナイトケア・外来）と情報共有を図る。

	②金銭面で不安を訴え、ナイトケアを欠席することがある。
	・医療費の説明を行い、通所を促す。

· 毎月、小遣い帳の確認を行う。

1） お金の使途についての振り返りと指導を行う。

２）残金での生活の送り方をアドバイスする。

・各関係機関（ナイトケア・外来）と情報共有を図る。

	③借金の申し込みなどをうまくことわることができない。
	・借金の申し込みを断る必要性を説明する。

1） 本人との信頼関係を築く

２）金銭のトラブルが起った場合のデメリットを引き続き説明する。

・各関係機関（ナイトケア・外来）と情報共有を図る。


	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	日中の過ごし方

作業所週（うみねこ幸房）週５日利用（作業内容は、チラシ配りとパッチワーク）

ナイトケアを週３日（月・水・金）利用。

　

· 月に1度、訪問し小遣い帳の確認を行っている。本人は細かく記入をしており、出納もあっているが２～３人分の食料を買い込んでいることがある。理由については「人が来ることがあって、その時の為に・・。」と話す。

· 戸賀沢氏に対して、食事をおごることや金銭面でのやりとりが引き続きみられる。青明舎スタッフが何度も双方にトラブルになることを説明しているが、引き続き行われている。11/22にうみねこ幸房に戸賀沢氏についての相談を行っている。内容は戸賀沢氏が神山様の家に入り浸り、食事、飲酒をしているために、生活リズムが崩れて困っているとの事。

· 自立支援医療費に伴い、医療費がかかってしまうということで兄・本人が希望し、兄と共に変更の手続きへ行っている。社保から国保となり上限額が5000円から2500円となる。

· 医療費がかかるからとナイトケアの利用を辞めようか考えていると話すことがある。ナイトケアの利用により医療費が変わることがないことや、ナイトケアの必要性を話すが理解しておらず、何度も説明を行っている。

· 本人のニーズ（ナイトケアスタッフより情報収集）
本人はナイトケアを【悩みを相談する場】と位置づけているとの事。ナイトケアの治療計画では“生活上の悩みなど相談できる場の提供”となっている。

· 青明舎スタッフ訪問時
ナイトケアについて聞くと「人と話したり、ＮＨＫみたり楽しいですよ。」と答えるが、通所日を増やすことについて聞くと、「いやぁ、自分の時間も大事にしたいんですよ」と話す。青明舎の訪問については「生活費とか見てくれるから、来てくれて助かります。」という。前回の訪問では包丁を磨いでほしいと言うため、青明舎に来た時にやり方を教えると伝えている。（本人から「今度の休みの日に行きますよ。」と会うたびにいうものの連絡や来所する様子は一切ない）




プラン計画者　氏名：　小笠原　嘉紀　　　　　　　　　　　

（60）





本人





典夫（66）【保護者】











